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永
井　

多
恵
子

公
益
社
団
法
人　

国
際
演
劇

協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
会
長

I.T.I.NEWS   2016.1.31.  No.126

公益社団法人  国際演劇協会（ITI/ ユネスコ ) 日本センター
Japanese Centre of International Theatre Institute / UNESCO

　公益社団法人国際演劇協会（ITI/
ユネスコ）日本センターは、ユネ
スコ傘下の国際組織である国際演
劇 協 会 ITI（International Theatre 
Institute）加盟の公認団体です。ITI
は世界平和と相互理解の促進を希求
するユネスコ憲章の精神に基き、演
劇による国際交流の増進を目的とし
て 1948 年創設され、現在約 85 の
国と地域が加盟しています。

I.T.I.
　

皆
様
に
、
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

演
劇
舞
踊
の
国
際
組
織International 

Theatre Institute

（ITI

）
は
１
９
４

８
年
の
創
設
以
来
、
そ
の
親
組
織
ユ
ネ

ス
コ
（U

N
ESCO

／
国
連
教
育
科
学

文
化
機
関
）
憲
章
の
精
神
に
沿
い
、
文

化
の
相
互
理
解
を
通
し
て
平
和
が
築
か

れ
る
よ
う
、活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
紛
争
地
域
の
演
劇
」（Theatre in 

Conflict Zones

）
も
そ
の
活
動
の
一

つ
で
す
。
日
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
基
幹

事
業
で
あ
る
「
国
際
演
劇
年
鑑
」
の
特

集
企
画
と
し
て
、
２
０
０
９
年
以
来
、

主
に
ア
フ
リ
カ
、
中
東
な

ど
の
紛
争
地
域
か
ら
生
ま

れ
た
戯
曲
を
翻
訳
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
シ
リ
ー

ズ
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。幸
い
に
も
、

こ
の
催
し
は
毎
回
好
評
を
博
し
、
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
日
本
セ
ン
タ
ー
の
主
催

で
開
催
し
た
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ

た
演
劇
７
」
で
は
、
ア
リ
・
マ
フ
デ
ィ
・

ヌ
ー
リ
ー
氏
（
ス
ー
ダ
ン
／
ユ
ネ
ス
コ

平
和
芸
術
家
・
親
善
大
使
）
と
ロ
デ
ィ
・

ヴ
ェ
ラ
氏
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
を
ゲ
ス
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
招
聘
し
ま
し

た
。
二
人
と
も
、
現
実
社
会
の
悲
惨
な

出
来
事
を
見
つ
め
な
が
ら
、
そ
の
中
で

も
人
間
に
喜
び
や
他
者
と
の
共
感
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
演
劇
の
無
限
の
可
能

性
に
つ
い
て
語
り
、
聴
き
手
の
心
に
大

き
な
感
銘
を
残
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
回
で
第
21
回
を
数
え
る
内

村
直
也
賞
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ス
ロ
ベ
ニ

ア
・
レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
シ
ア
タ
ー
に
よ

る
三
島
由
紀
夫
作
「
近
代
能
楽
集
」
の

上
演
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。
イ
タ

リ
ア
・
ト
リ
エ
ス
テ
市
に
あ
る
同
劇
団

の
拠
点
劇
場
で
行
な
わ
れ
た
授
賞
式
に

出
席
さ
れ
た
駐
ス
ロ
ベ
ニ
ア
日
本
国
特

命
全
権
大
使
の
福
田
啓
二
氏
か
ら
は
、

世
界
の
中
の
日
本
文
化
と
い
う
視
点
か

ら
、
同
賞
の
意
義
に
つ
い
て
熱
の
こ

も
っ
た
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、新
し
い
年
を
迎
え
、

二
十
一
世
紀
の
宗
教
戦
争
と
も
い
う
べ

き
対
立
が
今
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ

ラ
ン
、
ス
ー
ダ
ン
な
ど
に
起
き
て
い
ま

す
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
折
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
問
い
に
、
フ
ロ
イ
ト
は

「
文
化
だ
け
が
人
の
心
を
戦
争
か
ら
ず

ら
し
回
避
出
来
る
」と
答
え
て
い
ま
す
。

文
化
・
演
劇
を
通
し
た
世
界
と
の
出
会

い
が
人
々
に
和
解
と
友
情
を
も
た
ら
す

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
第
三
代
会
長
で
あ
っ

た
内
村
直
也
氏
は
、
優
れ
た
演
劇
人
で

あ
り
、
放
送
人
で
し
た
。
劇
場
と
放
送

は
現
代
社
会
に
お
い
て
演
劇
を
社
会
化

す
る
優
れ
た
場
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
で

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
、
演

劇
を
通
じ
て
世
界
と
出
会
い
、
対
話
の

可
能
性
を
開
く
た
め
の
活
動
を
地
道
に

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
、
当

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
、
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昨 2015 年 12 月、来日したユネスコ平和芸術家・親善大使アリ・マフディ・
ヌーリー氏を囲んで（「紛争地域から生まれた演劇」のレクチャー会場で）

演劇を通し、世界に和解と友情を
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
27
年
度
の
定

時
社
員
総
会
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
の
計
算
書

類
（
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
等
）

の
承
認
を
行
な
う
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
を
行
な
っ
て
、
20
名
の
新
役
員
を
選
任

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
役
員
改
選
に
あ
た
っ
て
は
、
平

成
27
年
３
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
26
年
度
第

３
回
通
常
理
事
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
「
役
員

選
任
規
程
」「
選
挙
管
理
規
程
」
が
適
用
さ
れ
、

総
会
で
の
理
事
選
任
に
先
立
っ
て
、「
理
事
候
補

者
選
挙
」
が
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
監
事
は

非
改
選
）。

　

平
成
27
年
度
定
時
社
員
総
会
報
告

日
時
：
平
成
27
年
６
月
14
日
（
日
）
10
：
０
０
～

11
：
25

場
所
：
松
竹
株
式
会
社　

大
会
議
室
（
東
劇
ビ
ル

10
階
）

会
員
現
在
数
：
１
９
９
名
（
平
成
27
年
５
月
24
日

理
事
会
開
催
時
）

出
席
者
：
１
１
３
名
（
委
任
状
提
出
者
86
名
）

出
席
会
員
27
名
：
青
柳
敦
子
、
安
宅
り
さ
子
、
安

孫
子
正
、
壱
岐
照
美
、
伊
藤
巴
子
、
伊
藤　

洋
、

居
上
紗
笈
、
大
笹
吉
雄
、
大
島
信
久
、
オ
ー
ハ
シ

ヨ
ー
ス
ケ
、
小
田
切
洋
子
、
小
林
弘
文
、
斎
明
寺

以
玖
子
、
下
山　

久
、
真
藤
美
一
、
曽
田
修
司
、

高
萩　

宏
、
永
井
多
恵
子
、
永
江　

巌
、
中
山
夏

織
、
林　

英
樹
、
藤
田　

洋
、
堀
川
登
志
子
、
松

下
芳
江
、
松
田
和
彦
、
三
輪
え
り
花
、
吉
岩
正
晴

 [
第
一
号
議
案]　

 

第
二
期
（
平
成
26
年
4
月
1

日
～
平
成
27
年
3
月
31
日
）
計
算
書
類
の
承
認

[

第
二
号
議
案]　

 

理
事
の
選
任
に
つ
い
て　
　

　

第
一
号
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
平
成
26
年
度

事
業
報
告
書
に
基
づ
き
、報
告
を
行
い
ま
し
た（
同

報
告
書
は
、
平
成
27
年
５
月
２
４
日
開
催
の
平
成

２
７
年
度
第
１
回
理
事
会
で
承
認
済
）。
第
一
号

議
案
の
審
議
で
は
、
定
款
第
12
条
に
定
め
る
社
員

総
会
の
決
議
事
項
に
関
わ
る
貸
借
対
照
表
、
正
味

財
産
増
減
計
算
書
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
財
産
目

録
及
び
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
書
の
内
容
に
つ
い

て
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、第
二
号
議
案
で
は
、理
事
の
選
任
（
改

選
）
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
回
の
理
事
改
選
に
あ

た
っ
て
は
、
初
め
て
理
事
候
補
者
選
挙
を
実
施
し

ま
し
た
。
同
選
挙
の
得
票
に
よ
る
上
位
10
名
の
理

事
候
補
者
に
、
会
長
の
推
薦
に
よ
る
理
事
候
補
者

10
名
を
加
え
て
、
計
20
名
の
新
規
理
事
候
補
者
を

総
会
に
対
し
て
理
事
会
が
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の

提
案
を
受
け
、
定
款
第
18
条
第
３
項
に
よ
り
、
各

候
補
者
ご
と
に
選
任
の
賛
否
を
問
う
た
と
こ
ろ
、

全
員
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
賛
同
を
得
、
第
二
号

議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
さ
れ
た
理
事
20
名
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

　

安
宅
り
さ
子
、
安
孫
子　

正
、
伊
藤　

洋
、
大

笹
吉
雄
、
小
田
切
洋
子
、
加
納
豊
美
、
坂
手
洋
二
、

三
輪
え
り
花
、
真
藤
美
一
、
斎
明
寺
以
玖
子
、
曽

田
修
司
、
高
萩　

宏
、
永
井
多
恵
子
、
永
江　

巌
、

中
山
夏
織
、
林　

英
樹
、
菱
沼
彬
晁
、
松
田
和
彦
、

吉
岩
正
晴
、
和
崎
信
哉
（
順
不
同
）

　

な
お
、
定
時
社
員
総
会
後
、
同
日
11
：
30
よ
り

開
催
さ
れ
た
第
1
回
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
会

長
（
代
表
理
事
）
に
永
井
多
恵
子
、
副
会
長
（
代

表
理
事
）に
安
孫
子
正
、吉
岩
正
晴
、常
務
理
事（
業

務
執
行
理
事
）
に
曽
田
修
司
が
全
会
一
致
で
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
報
告　

事
務
局
長
・
曽
田
修
司
）

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
平
成
27
年
度
定
時
社
員
総
会

新
理
事
20
氏
を
選
任
、
代
表
理
事
会
長
・
永
井
多
恵
子
氏



3 I.T.I. NEWS  2016

設
劇
場
」
に
お
い
て
、
12
月
18
日
金
曜
日
夜
、
授

賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
リ
エ
ス
テ
は
、
イ
タ
リ
ア
と
当
時
の
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
の
間
で
確
執
の
対
象
と
な
っ
た
地
中
海

沿
岸
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
縁
の
港
湾
都
市
で

す
。
イ
タ
リ
ア
全
土
に
は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
人
が
約

80
万
人
も
住
ん
で
お
り
（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
人
口
は

本
国
で
約
２
０
８
万
人
）、
特
に
歴
史
的
地
理
的

な
関
係
が
深
い
こ
の
ト
リ
エ
ス
テ
に
多
く
の
ス
ロ

ベ
ニ
ア
人
が
居
住
あ
る
い
は
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
当
日
も
、
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
か
ら
駆
け
付
け
た

著
名
男
性
演
劇
俳
優
夫
妻
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
文
化
省

ア
ン
ト
ン
・
ペ
ル
シ
ャ
ク
次
官
、
駐
ト
リ
エ
ス
テ

同
国
総
領
事
な
ど
、
多
く
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
人
政
府

関
係
者
と
観
客
が
お
見
え
に
な
り
、
授
賞
式
、
次

い
で
記
念
公
演
を
ご
覧
に
な
り
、
和
気
藹
々
と
そ

の
後
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

国
際
演
劇
協
会
を
代
表
し
て
授
賞
式
を
主
催
さ

れ
た
タ
チ
ャ
ナ
・
ア
シ
ュ
マ
ン
（M

s. Tatjana 
Ažm

an

）
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ス
ロ
ベ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
会
長

（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
執
行
理
事
会
委
員
、
内
村
直
也
賞
国
際

審
査
団
審
査
員
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
国
立
オ
ペ
ラ
・
バ

レ
ー
劇
場
演
出
監
督
）
と
お
話
を
し
て
、
彼
女
の

舞
台
司
会
と
懇
切
丁
寧
な
内
村
直
也
賞
の
紹
介
の

後
、
舞
台
に
て
5
人
の
対
象
男
女
演
劇
俳
優
グ

ル
ー
プ
に
内
村
直
也
賞
を
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
本
人
と
し
て
、
ま
た
、
ス
ロ
ベ
ニ

ア
に
お
け
る
我
が
国
の
代
表
と
し
て
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
頂
戴
し
、
何
よ
り
も
、
演
劇
を
通
じ
た

国
際
交
流
と
我
が
国
の
演
劇
分
野
に
お
け
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
発
信
、
そ
れ
ら
を
通
じ
た
各
国
に
お

け
る
演
劇
の
豊
か
さ
、
多
様
さ
に
繋
が
る
貴
重
か

つ
重
要
な
ご
活
動
に
わ
ず
か
な
り
と
も
ご
一
緒
さ

せ
て
頂
い
た
こ
と
は
、
誠
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
内
村
家
、
次
い
で
貴
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

様
々
に
大
き
な
ご
負
担
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
と
推

察
致
し
、
心
よ
り
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
く
存
じ

ま
す
。

　

授
賞
式
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
常

設
劇
場
で
は
、
パ
ホ
ル
劇
場
代
表
他
が
素
晴
ら
し

い
準
備
を
行
い
、
三
島
由
紀
夫
作
近
代
能
楽
集
を

織
り
込
ん
だ
舞
台
セ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ
、
鼓
他
の
邦

楽
に
加
え
て
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
作
成
し

た
日
本
語
の
歓
迎
の
辞
（
彼
女
は
日
本
語
習
得
経

験
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
）
ま
で
用
意
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
ス
ロ
ベ
ニ
ア
ら
し
い
、
優
し
く
て
気

の
利
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
織
り
込
ん
だ
演
出
で
し

た
。
皆
様
も
、
日
本
国
大
使
が
初
め
て
来
て
く
れ

た
と
、
喜
ん
で
下
さ
り
ま
し
た
の
で
、
駆
け
つ
け

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。（
略
）
皆
様
の
ご
活
躍

と
ご
健
勝
を
念
じ
つ
つ
、
心
地
よ
い
年
末
年
始
を

お
過
ご
し
に
な
り
ま
す
よ
う
。

第 21 回内村直也賞

ス
ロ
ベ
ニ
ア
・
レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
シ
ア
タ
ー
に

駐
ス
ロ
ベ
ニ
ア
日
本
国
特
命
全
権
大
使

福
田
啓
二
氏
よ
り
寄
稿

　

第
21
回
内
村
直
也
賞
は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
・
レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
シ
ア
タ
ー
に
対
し
て
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
授
賞
式
に
ご
出
席
さ
れ
た
駐
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
日
本
国
特
命
全
権

大
使
福
田
啓
二
氏
か
ら
、
そ
の
模
様
を
次
の
通
り
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
が
主
導
さ
れ
長
年
傾
注

さ
れ
て
い
る「
内
村
直
也
賞
」が
、今
年
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
演
劇
グ
ル
ー
プ
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
本
来
は
、
同
グ
ル
ー
プ
の

本
拠
地
で
あ
り
ま
す
当
国
首
都
リ
ュ
ブ

リ
ャ
ナ
に
て
授
賞
式
が
執
り
行
わ
れ
る
の
で
す

が
、
同
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
一
拠
点
で
も
あ
り
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
は
歴
史
的
に
複
雑
な
関
係
を
有
す

る
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
エ
ス
テ
の
「
ス
ロ
ベ
ニ
ア
常

イタリア・トリエステで行われた授賞式で
祝辞を述べる福田啓二駐スロベニア大使
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１
９
４
５
年
8
月
の
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
生
き
た
母
と
子

の
率
直
な
想
い
を
通
し
て
、
戦
争

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
朗

読
劇
『
こ
の
子
た
ち
の
夏　

１
９

４
５
・
ヒ
ロ
シ
マ　

ナ
ガ
サ
キ
』。

敗
戦
後
70
年
の
今
年
も
、
8
月
8

日
、
9
日
と
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
で
公
演
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。来
場
者
か
ら
は「
子

ど
も
と
見
た
い
」「
親
と
見
た
い
」

「
作
品
を
通
し
て
戦
争
を
語
り
継

い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
演
は
公
益
財

団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
に
よ
る
競
輪
の
補
助
事
業
（Ring 

Ring

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
交

流
活
動
補
助
事
業
」
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

上
演
後
に
は
下
重
暁
子
氏
（
作
家
）
と
大
林
宣

彦
氏
（
映
画
作
家
）
に
よ
る
対
談
を
行
い
ま
し
た

（
進
行
＝
永
井
多
恵
子
Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
日

本
セ
ン
タ
ー
会
長
）。
戦
争
を
知
る
お
二
人
か
ら

ご
自
身
の
体
験
や
、
個
々
人
の
想
い
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
戦
争
体
験
者
が
減

り
ゆ
く
い
ま
、
若
い
世
代
に
戦
争
を
語
り
継
ぐ
こ

と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
想
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
長
き
に
わ
た
り
上
演
さ
れ
て
い
る
本

作
が
、
戦
後
70
年
を
迎
え
る
い
ま
、
ア
ク
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
を
持
ち
、
若
い
世
代
に
戦
争
を
語
り
継
ぐ

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
機
会
と
も

な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
は
、『
こ
の
子
た
ち
の
夏
』
が
初

演
か
ら
30
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
。
本
作
の
上
演

は
、
数
年
の
中
断
の
の
ち
、
２
０
１
１
年
、
東
日

本
大
震
災
の
年
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
重
氏
は
「
若
者
の
中
に
は
広
島
や
長
崎
に
原

爆
を
投
下
さ
れ
た
日
も
知
ら
な
い
人
も
多
い
。
戦

争
の
現
実
を
つ
な
い

で
い
く
必
要
が
あ

る
。
知
識
だ
け
で
な
く
『
個
人
の
思
い
を
引
き
継

ぐ
』
こ
と
こ
そ
歴
史
教
育
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
日
本
の
戦
争
や

「
敗
戦
後
」
に
関
す
る
映
画
を
撮
り
は
じ
め
た
と

い
う
大
林
氏
は
「
子
ど
も
た
ち
が
戦
争
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
感
じ
て
い
る
２
０
１
５
年
の
い
ま
こ

そ
、
体
験
者
の
言
葉
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
伝

わ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

対
談
の
記
録
は
２
０
１
６
年
3
月
発
行
予
定
の

『
国
際
演
劇
年
鑑
』、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告　

事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

戦後      年70 朗読劇『この子たちの夏
――1945・ヒロシマ　ナガサキ』公演

下
重
暁
子
氏
、
大
林
宣
彦
氏

戦
争
体
験
と
平
和
へ
の
思
い
を
語
る

知
識
だ
け
で
な
く
『
個
人
の
思
い
を
引
き
継
ぐ
』
こ
と
が
歴
史
教
育  

下
重
暁
子
氏

　昨年 8 月 8 日と 9 日、世田谷パブリック
シアターで上演された朗読劇『この子たちの
夏　1945・ヒロシマ　ナガサキ』の舞台
　　　　　　　　　　　( 撮影・谷古宇正彦）

　作家の下重暁子氏と映画作家の大林宣彦氏
を迎え、永井多恵子氏の司会で対談

（撮影・山田泰士）
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「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
は
毎
回
、

こ
れ
ま
で
日
本
に
知
ら
れ
て
い
な
い
海
外
戯
曲
を

日
本
語
に
翻
訳
し
て
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て

紹
介
を
行
な
う
事
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す

狂人と専門家 
Madmen and Specialists（ナイジェリア）
作：ウォレ・ショインカ (Wole Soyinka)
訳：粟飯原文子
演出：伊藤大
音楽：和田啓
出演：横堀悦夫、名取幸政、松熊つる松、
水嶋カンナ、久松夕子、山賀教弘、カゴ
シマジロー、荻野貴継、沖永正志、青木
和宣
上 演 日 時：12 月 16 日 ( 水 ) 19 時 ／ 
17 日 ( 木 ) 19 時

イスマイルとイサベル
 Ismail at Isabel　（フィリピン）

作：ロディ・ヴェラ（Rody Vera)
訳：珍田真弓
演出：立山ひろみ
演出助手：平田万里
出演：伊東沙保、HiRO、近藤隼、高橋牧、
河内哲二郎、木村恵実香、岩澤侑生子、
関根真理
上 演 日 時：12 月 18 日 ( 金 ) 19 時 ／ 
12 月 19 日 ( 土 ) 13 時

夕食の前に
Qabl Al Aasha (Before Dinner）（シリア）
作：ヤーセル・アブー＝シャクラ（Yasser 
Abu Shaqra）
翻訳：鵜戸聡
演出：シライケイタ
出演：伊藤弘子、蓉崇、白井圭太
上 演 日 時：12 月 19 日 ( 土 ) 19 時 ／ 
20 日 ( 日 ) 13 時

が
、
関
連
企
画
と
し
て
、
劇

作
家
や
演
出
家
、
俳
優
等
を

招
い
て
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ

で
話
を
聞
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

配
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
林
英
樹
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
企
画
に
よ
り

「
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け

て
、
作
品
に
関
わ
っ
た
作
家
、
翻
訳
家
、
演
出
家
、

俳
優
た
ち
が
上
演
し
た
ば
か
り
の
作
品
の
こ
と
を

語
る
ポ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ト
ー
ク
等
を

６
回
行
い
、
最
終
日
に
は
「
シ
ア
タ
ー
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
」
と
題
し
て
、「
演
劇
と
世
界
―
日
本
と

世
界
の
出
会
い
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
劇
作

家
協
会
や
国
際
演
劇
評
論
家
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
企
画
を
実
施
で
き
た
こ
と
も
意
義
深
い

こ
と
と
言
え
ま
す
。

　

未
知
の
文
化
、
寓
意
を
読
み
解
く

　
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
は
、
未
知

の
演
劇
に
出
会
う
と
と
も
に
、
未
知
の
文
化
に
出

会
う
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
狂
人
と
専

演
劇
と
世
界
︱
︱
日
本
と
世
界
の
出
会
い
を
め
ぐ
っ
て

文化庁委託事業
「平成 27 年度次代の文化を
創造する新進芸術家育成事業」

国際演劇年鑑２０１６特集企画
主　催
文化庁

公益社団法人 国際演劇協会
日本センター

共　催
東京芸術劇場（公益財団法人

東京都歴史文化財団）

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
「
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
」

紛
争
地
域
か
ら

生
ま
れ
た
演
劇

７シリーズ

本邦初演３作品
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門
家
」
で
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ヨ
ル
バ
文
化
や

ビ
ア
フ
ラ
戦
争
に
つ
い
て
初
歩
的
な
知
識
を
得
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
原
作
は
難
解
と
さ
れ
る
寓
意

劇
で
す
が
、
劇
中
で
扱
わ
れ
る
食
人
（
カ
ニ
バ
リ

ズ
ム
）
や
薬
剤
づ
く
り
な
ど
の
寓
意
に
つ
い
て
の

解
説
や
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
や
ブ
レ
ヒ
ト
「
三
文
オ

ペ
ラ
」
と
の
類
似
性
の
指
摘
な
ど
、
一
度
聞
い
た

だ
け
で
は
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
視
点
か
ら
多
面

的
に
戯
曲
を
読
み
解
く
面
白
さ
が
ト
ー
ク
の
中
で

体
験
出
来
ま
し
た
。
物
乞
い
た
ち
が
歌
う
ヨ
ル
バ

語
の
歌
が
印
象
的
で
し
た
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
創
作
し
て

　

ロ
デ
ィ
・
ヴ
ェ
ラ
（
今
回
の
ゲ
ス
ト
の
一
人
）

作
「
イ
ス
マ
イ
ル
と
イ
サ
ベ
ル
」
で
も
、
劇
中
の

歌
や
音
楽
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
立
山
チ
ー
ム
は
、
台
本
に
「
音
楽
劇
」
と

書
い
て
あ
る
か
ら
当
然
音
楽
を
入
れ
な
け
れ
ば
、

と
、
た
く
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
創
作
し
て
上

演
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
作
風
に
は
、
子
ど
も
た
ち
向
け
（
大
人
向

け
で
も
あ
る
）
の
演
劇
を
多
く
つ
く
っ
て
き
た

PETA

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
教
育
演
劇
協
会
）
の
作
劇

と
響
き
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

内
戦
進
行
を
映
し
出
し
た
シ
リ
ア
作
品

　

３
作
目
の
シ
リ
ア
の
作
品
は
、「
ワ
ー
ク
イ
ン

プ
ロ
グ
レ
ス
」
と
呼
ぶ
べ
き
作
品
で
す
。
今
回
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
作
家
ヤ
ー
セ
ル
・
ア
ブ
ー=

シ
ャ
ク
ラ
が
直
前
の
夏
頃
に
現
在
の
情
勢
を
反
映

さ
せ
て
書
き
直
し
た
改
訂
版
を
基
に
し
て
い
ま

す
。
シ
リ
ア
で
は
内
戦
が
進
行
中
で
、
空
前
の
規

模
で
の
難
民
の
発
生
が
世
界
的
な
難
問
題
を
惹
き

起
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
日
新
聞
の
社
会
部
の

記
者
が
取
材
し
て
「
夕
食
の
前
に
」
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
を
記
事
で
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
在
日
の
シ
リ
ア
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
来
場

し
ま
し
た
。
意
外
に
も
、
中
東
地
域
か
ら
日
本
に

来
て
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
多
く
い
る
と
い
う
こ

と
も
、「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
を
通

じ
て
私
た
ち
が
知
っ
た
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
も
う
一
人
の
ゲ
ス
ト
、
ア
リ
・
マ
フ

デ
ィ
氏
の
演
劇
活
動
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ア
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
日
本
で

同
様
の
手
法
に
よ
り
地
域
と
演
劇
を
つ
な
ぐ
活
動

を
続
け
て
い
る
花
崎
攝せ
つ

氏
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

な
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
花
崎
氏
の
執
筆
に
よ
り

当
セ
ン
タ
ー
が
編
集
・
発
行
す
る
「
国
際
演
劇
年

鑑
２
０
１
６
」
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
報
告　

事
務
局
長
・
曽
田
修
司
）

「狂人と専門家」（ナイジェリア）
撮影・石澤知絵子

「夕食の前に」（シリア）　
撮影・石澤知絵子

「イスマイルとイサベル」（フィリピン）
撮影・鈴木淳

ゲストとして来日の「イスマイルとイサ
ベル」の作者ロディ・ヴェラ氏を囲んで
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「狂人と専門家」（ナイジェリア）
撮影・石澤知絵子

「夕食の前に」（シリア）　
撮影・石澤知絵子

　

ア
リ
氏
は
93
年
に
就
任
し
た
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
ー
ダ

ン
子
ど
も
の
村
」理
事
長
と
し
て
の
活
動
の
中
で
、

ス
ー
ダ
ン
国
内
の
紛
争
地
域
に
赴
き
、
少
年
兵
や

戦
災
孤
児
と
出
会
い
、
演
劇
を
通
し
た
彼
ら
の
社

会
復
帰
に
取
り
組
み
始
め
た
の
だ
そ
う
で
す
。
こ

の
活
動
が
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
紛
争
地
域
の
演
劇 (Theatre in 

Conflict Zones)

」
に
発
展
し
、
世
界
各
国
の
Ｉ

Ｔ
Ｉ
の
「
演
劇
を
通
し
た
平
和
構
築
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た

演
劇
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

日
本
に
お
け
る
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演

劇
」
に
か
ね
て
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
い
う

ア
リ
氏
は
、
こ
の
事
業
の
視
察
及
び
同
事
業
の
一

環
と
し
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う
た
め
に
初
め
て
日
本
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
演
劇
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
定
員
の
20
名
を
超
え
る

申
し
込
み
が
あ
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
許
容
範
囲
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
参
加
者
を
増
や
し
て
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。「
他
者
の
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
と

ら
え
、
意
識
を
共
有
し
、
共
同
で
課
題
に
取
り
組

む
」。
輪
に
な
っ
た
り
、
手
を
つ
な
い
だ
り
と
い

う
動
作
を
伴
う
身
体
表
現
を
中
心
に
展
開
し
た
5

時
間
に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
の

テ
ー
マ
が
終
始
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
ス
ー
ダ
ン
の
宗
教
的
儀
式

や
紛
争
地
域
で
の
演
劇
活
動
の
映
像
や
写
真
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
、
ア
リ
氏
の
取
り
組
み
が
具
体
的

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
ら
、
内
紛
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
多
民
族
国
家

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
道
の
り
は
容
易

で
は
な
く
、
長
い
時
間
と
大
き
な
忍
耐
力
を
要
し

た
こ
と
が
伝
わ
り
、「
こ
の
経
験
に
よ
っ
て
、
芸

術
は
他
者
と
繋
が
る
架
け
橋
に
な
れ
る
と
確
信
が

持
て
た
」
と
い
う
ア
リ
氏
の
言
葉
に
一
層
の
重
み

を
感
じ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
レ
ク
チ
ャ
ー
で
も
ア
リ

氏
は
、「
戦
争
を
始
め
る
の
は
簡
単
だ
が
、
そ
こ

か
ら
平
和
を
再
構
築
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で

あ
る
」、「
平
和
に
必
要
な
の
は
文
化
の
多
様
性
を

認
め
受
け
入
れ
る
こ
と
」
と
い
う
発
言
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
多
忙
な
日
程
を
調
整
し
、
丸
一
日
と

言
う
時
間
を
か
け
て
来
日
し
て
く
だ
さ
っ
た
ア
リ

氏
の
尽
力
で
、
平
和
と
演
劇
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
深
く
考
え
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
一
週

間
で
し
た
。　
　
（
報
告　

事
務
局
・
千
徳
美
穂
）

ユ
ネ
ス
コ
平
和
芸
術
家

ア
リ
・
マ
フ
デ
ィ
・

ヌ
ー
リ
ー
大
使
招
聘

　

昨
年
12
月
15
日
、
ユ

ネ
ス
コ
平
和
芸
術
家

で
あ
り
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部

役
員(ITI W

orldw
ide 

Secretary) 

の
ア
リ
・

マ
フ
デ
ィ
・
ヌ
ー
リ
ー

大
使
が
ス
ー
ダ
ン
か
ら

来
日
し
ま
し
た
。

「
紛
争
地
域
の
演
劇
」
を
創
始

アフリカのフォーラム・シアターを
めぐりレクチャーとワークショップ

「
破
壊
さ
れ
た
多
民
族
国
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
の
試
み—

—

こ
の
経
験
に

よ
っ
て
、
芸
術
は
他
者
と
繋
が
る
架
け
橋
に
な
れ
る
と
確
信
が
持
て
た
…
…
」

「イスマイルとイサベル」（フィリピン）
撮影・鈴木淳



I.T.I. NEWS  2016 8

　
「
世
界
の
同
時
代
演
劇
」
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

ケ
ベ
ッ
ク
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
演
劇
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

　

村
山
和
之
氏
／
パ
キ
ス
タ
ン
演
劇

　

当
セ
ン
タ
ー
発
行
の
『
国
際
演
劇
年
鑑
』
へ
の

ご
寄
稿
等
で
お
な
じ
み
の
村
山
和
之
氏
に
は
パ
キ

ス
タ
ン
の
演
劇
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
（
７
月
2

日
）。

　

パ
キ
ス
タ
ン
と
い
う
国
の
あ
ら
ま
し
や
検
閲
の

話
な
ど
、
現
在
の
演
劇
文
化
を
育
ん
だ
土
壌
の
話

に
は
じ
ま
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
演
劇
の
根
幹
を
な
す

演
劇
美
学
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
者
信
仰
と
お
祭
り

の
話
、「
平
行
演
劇
」
を
実
践
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
話

ま
で
た
っ
ぷ
り
と
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

近
の
発
行
物
で
は
『
国
際
演
劇
年
鑑
２
０
１
４
』

や
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
6
」
の
戯
曲

集
な
ど
で
村
山
さ
ん
の
お
話
の
一
部
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

藤
井
慎
太
郎
氏
／
ケ
ベ
ッ
ク
演
劇

　

藤
井
慎
太
郎
氏
に
は
、ロ
ベ
ー
ル
・
ル
パ
ー
ジ
ュ

の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
（
９
月
15
日
）。
今
年
、

世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で『
針
と
ア
ヘ
ン
』

が
上
演
さ
れ
た
ル
パ
ー
ジ
ュ
。
08
年
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ

ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
デ
イ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
オ
ー

サ
ー
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
歴
史
や
藤
井
氏
の
ケ

ベ
ッ
ク
滞
在
経
験
や
ル
パ
ー
ジ
ュ
体
験
に
基
づ

き
、
ケ
ベ
ッ
ク
独
特
の
言
語
の
問
題
、「
ケ
ベ
ッ

ク
人
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
か
ら
ル

パ
ー
ジ
ュ
の
作
風
、
創
作
方
法
、
俳
優
の
魅
力
、

話
題
の
近
作
ま
で
、
幅
広
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

粟あ
い
は
ら

飯
原
文あ
や
こ子

氏
／
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
演
劇

　

昨
年
度
、
今
年
度
と
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ

た
演
劇
」
で
ご
紹
介
し
た
ウ
ォ
レ
・
シ
ョ
イ
ン

カ
（
１
９
３
４
～
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）
の
戯
曲
『
狂

人
と
専
門
家
』。
翻
訳
者
の
粟
飯
原
文
子
氏
に
は
、

ア
フ
リ
カ
演
劇
と
作
家
・
ウ
ォ
レ
・
シ
ョ
イ
ン
カ

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
（
10
月
13

日
）。

　
「
ア
フ
リ
カ
の
年
」（
１
９
６
０
年
）
や
「
ビ
ア

フ
ラ
戦
争
」（
１
９
６
７
～
70
年
）
な
ど
、
大
き

な
歴
史
の
う
ね
り
の
中
で
シ
ョ
イ
ン
カ
を
は
じ
め

と
す
る
「
ア
フ
リ
カ
の
作
家
」
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
戦
争
や
社
会
と
向
き
合
っ
た
か
を
垣
間
見
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　　
「
世
界
の
演
劇
教
育
」
で
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
来

日
さ
れ
て
い
た
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
カ
ッ
ス
キ
ー

氏
（
ロ
シ
ア
国
立
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
演

劇
大
学　

演
技
・
演
出
学
科
主
任
教
授
）
に
お
話

舞台芸術の今を知る７講座

Ｉ
Ｔ
Ｉ
と
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
共
催

世
界
の
演
劇
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ

2015 年 7 月～ 10 月

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
7
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
（
公
益
財
団
法
人
せ
た
が
や
文
化
財
団
）
と
と
も
に
「
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー

ズ　

世
界
の
同
時
代
演
劇
を
知
る
！
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
シ
リ
ー
ズ
は
２
０
１
２

年
の
第
１
期
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
回
は
第
5
弾
。「
世
界
の
同
時
代
演
劇
」「
世

界
の
演
劇
教
育
」「
演
劇
と
教
育
」「
演
劇
と
社
会
」
の
４
本
柱
で
7
つ
の
レ
ク
チ
ャ
ー

を
行
い
、
幅
広
い
層
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
カ
ッ
ス
キ
ー
氏
／

　

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　

◇
世
界
の
同
時
代
演
劇

　
　
　
　
　

◇
世
界
の
演
劇
教
育
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を
伺
い
ま
し
た
（
通

訳
＝
安
達
紀
子
氏
、

8
月
22
日
）。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス

キ
ー
の
著
作
『
俳
優

修
業
』
の
出
版
事
情

や
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス

キ
ー
自
身
の
考
え
方

の
変
化
に
つ
い
て
詳

し
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
研
究
者
に
と
っ
て
も
俳

優
や
演
出
家
に
と
っ
て
も
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス

キ
ー
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

　
「
演
劇
と
教
育
」

で
は
高
校
演
劇
と

演
劇
大
学
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。
高
校
演
劇

の
世
界
か
ら
は
、

青
森
で
劇
団
「
渡

辺
源
四
郎
商
店
」

を
主
宰
し
つ
つ
高

校
演
劇
の
顧
問
を

さ
れ
て
い
る
畑
澤

聖
悟
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
（
９
月
29
日
）。
高

校
演
劇
を
め
ぐ
る
制
度
の
問
題
や
、
青
森
発
／
地

域
発
の
芝
居
作
り
の
現
状
、
高
校
生
に
し
か
で
き

な
い
芝
居
作
り
な
ど
に
つ
い
て
、
映
像
も
交
え
な

が
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
や
大
学
で

演
劇
教
育
に
携
わ
る
方
や
、
制
作
者
、
学
生
な
ど
、

幅
広
い
層
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
京
演
劇
大
学
連
盟
５
大
学
６
教
授　

　

５
つ
の
演
劇
系

大
学
か
ら
な
る
東

京
演
劇
大
学
連

盟
（
演
大
連
）
か

ら
は
、
6
人
の
先

生
方
（
安
宅
り
さ

子
氏
（
桐
朋
学
園

芸
術
短
期
大
学
教

授
）、
加
納
豊
美

氏
（
多
摩
美
術
大

学
教
授
）、木
佐
貫
邦
子
氏
（
桜
美
林
大
学
教
授
）、

太
宰
久
夫
氏
（
玉
川
大
学
教
授
）、
福
島
勝
則
氏

（
多
摩
美
術
大
学
名
誉
教
授
）、
藤
崎
周
平
氏
（
日

本
大
学
教
授
））
を
迎
え
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し

た
（
10
月
2
日
）。
連
盟
お
よ
び
各
大
学
の
取
り

組
み
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
役
大
学
生
と
と

も
に
「
演
劇
教
育
や
演
劇
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
は

な
に
か
」「
大
学
で
何
を
身
に
つ
け
る
の
か
」
な

　
　
　
　
　
　
　

◇
演
劇
と
教
育

畑は
た
さ
わ澤

聖
悟
氏
／
青
森
発
・
高
校
演
劇
の
現
場

　
　
　
　
　
　
　

◇
演
劇
と
社
会

　

舞
台
制
作
の
プ
ロ
は
何
を
考
え
て
い
る
か
？

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
大
学
が
連
携
す

る
こ
と
の
意
義
や
、
日
本
の
舞
台
の
世
界
の
抱
え

る
課
題
と
展
望
を
将
来
の
舞
台
人
た
ち
と
共
有
す

る
好
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
演
劇
と
社
会
」
で
は
、
演
劇
／
舞
台
制
作

の
世
界
で
活
躍
す
る

5
人
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
植
松
侑
子

氏
（
特
定
非
営
利
活

動
法
人Explat

理
事

長
）、
恵
志
美
奈
子
氏

（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
劇
場
部
学

芸
）、小
川
智
紀
氏
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
Ｓ
Ｔ
ス
ポ
ッ
ト
横
浜
副
理
事

長
）、
佐
野
晶
子
氏
（
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京

企
画
室
企
画
助
成
課　

シ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ

フ
ィ
サ
ー
）、
藤
原
顕
太
氏
（
舞
台
芸
術
制
作
者

オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〈O

n-Pam

〉
事
務
局

長
）
の
各
氏
で
す
（
10
月
7
日
）。
演
劇
と
の
出

会
い
か
ら
現
在
の
仕
事
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貴
重

な
体
験
に
基
づ
い
て
培
わ
れ
た
考
え
を
聞
く
刺
激

的
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告　

事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

セルゲイ・チェルカッスキー氏青森で劇団「渡辺源四郎商店」を主宰し
ながら高校演劇を指導する畑澤聖悟氏

東京演劇大学連盟５大学が連携して

舞台制作現場の体験を聞く
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現
在
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ド
イ
ツ
劇
場
の

専
属
俳
優
と
し
て
活
躍
す
る
原
サ
チ
コ
さ

ん
。
当
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
の

公
立
劇
場
専
属
俳
優
と
い
う
立
場
か
ら
、

継
続
的
に
ド
イ
ツ
の
演
劇
界
を
レ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回
は
３
度
目

の
ご
登
壇
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
は
ま

す
ま
す
熱
く
な
る
ば
か
り
。

　

辣
腕
イ
ン
テ
ン
ダ
ン
ト
（
芸
術
監
督
）

ＩＴＩ・東京芸術劇場共催 「海外で活躍する
　海外で活躍する日本の舞台人にお話を聞く「プロフェッショナルシリーズ」（共催＝
東京芸術劇場（公益財団法人　東京都歴史文化財団）３年目となる今年度は、ドイツか
ら俳優の原サチコさん（聞き手＝伊達なつめさん）、アメリカから舞踊家の堀内元さん（聞
き手＝吉岩正晴さん）を迎えました。　　　（於：東京芸術劇場シンフォニースペース）

ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ド
イ
ツ
劇
場
専
属
俳
優

原 サチコさん

カ
リ
ン
・
バ
イ
ヤ
ー
と
と
も
に
ハ
ン
ブ
ル

ク
・
ド
イ
ツ
劇
場
に
移
り
、
２
シ
ー
ズ
ン

目
を
終
え
た
原
さ
ん
。
ド
イ
ツ
劇
場
は
、

か
つ
て
の
低
迷
が
嘘
の
よ
う
に
ヒ
ッ
ト
作

品
を
生
み
、
客
席
数
１
２
０
０
の
大
劇
場

で
売
切
れ
が
続
出
し
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
裏
側
に
迫
る
だ
け
で
は

な
く
、
ド
イ
ツ
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
課
題

で
あ
る
難
民
問
題
へ
の
ド
イ
ツ
劇
場
の
取

り
組
み
や
、
5
年
前
か
ら
原
さ
ん
が
続
け

て
い
る
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
サ
ロ
ン
」
の
様
子

も
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
７
月
24

日
）

堀内  元
げん

さん

セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
バ
レ
エ
団
芸
術
監
督

　

舞
踊
家
で
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
バ
レ
エ

団
の
芸
術
監
督
を
務
め
る
堀
内
元
さ
ん
。

舞
踊
界
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
た
の
は
今

回
が
初
め
て
で
、
幅
広
い
層
の
方
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
新
鮮
で
幸
せ
な
出
会
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
へ
寄
せ
る
想
い
や
こ
れ
ま
で
に

影
響
を
受
け
た
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、ア
メ
リ
カ
の
バ
レ
エ
団
運
営
・

雇
用
事
情
、
ダ
ン
サ
ー
の
育
成
、
教
育
に

よ
る
ニ
ー
ズ
の
向
上
、
情
報
の
氾
濫
に
よ

る
バ
レ
エ
の
変
化
、
外
国
で
生
き
る
こ
と

の
難
し
さ
、
レ
ッ
ス
ン
を
す
る
と
き
に
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ご
自
身
の
経

験
に
基
づ
い
て
た
っ
ぷ
り
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
客
席
か
ら
も
質
問
や
意
見

が
た
く
さ
ん
出
て
、
バ
レ
エ
や
舞
台
芸
術

の
現
状
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。（
８
月
14
日
）
こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、

抄
録
に
ま
と
め
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
ご
一
読
く
だ

さ
い
。　
（
報
告　

事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

ドイツやハンブルク市の課題で
ある難民問題にも取り組んで

アメリカのバレエ団運営や雇用事情、
ダンサーの育成などにも踏み込んで

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
シ
リ
ー
ズ
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昨
年
3
月
30
日
、
第
2
回
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン

プ
リ
優
秀
賞
授
賞
式
が
国
立
能
楽
堂
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
阪
か
ら
駆
け
つ
け
た
三
世
桐
竹
勘
十
郎

氏
と
最
優
秀
賞
受
賞
の
吉
原
爽
斗
さ
ん
（
筑
波
大

学
附
属
駒
場
高
等
学
校
2
年
＝
当
時
）
と
の
対
談

や
、
選
考
委
員
長
の
故
扇
田
昭
彦
氏
を
は
じ
め
と

す
る
選
考
委
員
や
高
校
の
先
生
方
、
受
賞
者
の
家

族
も
交
え
て
の
懇
親
会
も
催
さ
れ
、
観
劇
や
劇
評

を
書
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

第
2
回
の
応
募
総
数
は
64
編
と
、
第
1
回
の
77

編
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、扇
田
氏
は
「(

応

募
作
品
の)

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
と
喜
び
を
覚

え
た
。
質
の
高
い
劇
評
が
多
く
、
審
査
を
す
る
上

で
差
が
つ
け
に
く
い
状
態
が
生
ま
れ
た
」と
講
評
。

地
域
的
に
も
ジ
ャ
ン
ル
的
に
も
広
が
り
を
見
せ
、

首
都
圏
以
外
に
大
阪
、
北
海
道
、
石
川
、
愛
媛
な

ど
か
ら
応
募
が
あ
り
、
演
劇
だ
け
で
は
な
く
、
古

典
芸
能
、
バ
レ
エ
、
映
像
作
品
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
で
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
吉
原
さ
ん
の

「
鳴
か
ぬ
蛍
が
身
を
焦
が
す
―
―
人
形
浄
瑠
璃
」

は
、
国
立
劇
場
の
文
楽
教
室
で
上
演
さ
れ
た
『
絵

本
太
功
記
・
尼
ケ
崎
の
段
』
の
劇
評
で
し
た
。
扇

田
氏
は
「
文
楽
を
見
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
と
い

う
筆
者
だ
が
、
こ
の
劇
評
に
は
初
体
験
の
驚
き
と

感
銘
、
舞
台
上
の
動

き
の
詳
細
な
描
写
が

あ
り
、
人
形
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
学
ん
だ
知
識
も
加

わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
、
大
夫
の
語

り
と
三
味
線
は
あ
る
も
の
の
、
人
形
た
ち
自
体
は

終
始
無
言
で
あ
り
、
文
楽
と
は
『
沈
黙
の
芝
居
』

で
は
な
い
か
と
い
う
意
表
を
つ
く
〝
発
見
〟
が
提

出
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
文
楽
を
見
慣
れ
た
人
か
ら

は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
新
鮮
な
感
想
で
あ
る
」

と
激
賞
、
田
中
綾
乃
氏
か
ら
は
「
人
形
と
そ
れ
を

遣
う
人
形
遣
い
に
着
目
し
て
、
単
な
る
文
楽
論
だ

け
で
な
く
、
舞
台
芸
術
全
般
に
通
用
す
る
演
技
論

ま
で
射
程
に
入
れ
、
自
分
な
り
の
考
察
を
丁
寧
に

展
開
し
た
」
と
高
い
評
価
を
受
け
て
の
受
賞
で
し

た
。(

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。授
賞
作
品
、

選
考
委
員
講
評
も
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す)

　

第
3
回
は
今
年
夏
に
開
催
予
定
で
す
が
、
そ
れ

に
先
立
ち
、
現
在
は
大
学
生
に
な
っ
た
優
秀
賞
受

賞
者
た
ち
か
ら
、
高
校
生
・
大
学
生
の
観
劇
及
び

劇
評
執
筆
の
機
会
を
拡
大
し
て
、
高
校
生
劇
評
グ

ラ
ン
プ
リ
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
声
が
上
が

り
、
彼
ら
を
中
心
と
し
た
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

https://w
w

w
.hs-theatrereview

-gp.jp/

【
編
集
部
よ
り
】
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
扇
田
昭

彦
さ
ん
は
２
０
１
５
年
5
月
に
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
授
賞
式
や
劇
評
レ
ク
チ
ャ
ー
で
、
高
校
生
た

ち
に
励
ま
し
の
言
葉
や
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告　

事
務
局
・
千
徳
美
穂
）

第 2 回高校生劇評グランプリ

最
優
秀
賞
は
吉
原
爽さ

や
と斗
さ
ん
（
筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
）

若
者
に
観
劇
と
劇
評
を
書
く
こ
と
の
楽
し
さ
広
め
よ
う

国立能楽堂で行われた第２回「高校生劇評グランプリ」授賞式
＝三世桐竹勘十郎氏（前列中央）が大阪から駆けつけてくれた

助成　アーツカウンシル東京　（公益財団法人  東京都歴史文化財団）
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昨
年
７
月
21
日
、
東
中
野
の
ハ
ー
フ
ム
ー
ン
シ

ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
で
、
第
一
回
英

連
邦
部
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
一
谷
真

由
美
・
オ
ー
ハ
シ
ヨ
ー
ス
ケ
・
川
口
啓
史
・
か
わ

は
ら
ゆ
な
・
中
山
夏
織
・
新
見
真
琴 

・
み
な
も
と

ご
ろ
う
・
三
輪
え
り
花
・
吉
岩
正
晴 
。

　
「
イ
ギ
リ
ス
に
演
劇
留
学
を
し
た
い
の
だ
が
…

…
」
と
い
う
会
員
が
近
年
増
え
て
お
り
、
現
地
の

演
劇
情
況
、
最
新
の
留
学
情
報
を
発
信
で
き
る
会

員
が
ま
と
ま
っ
て
「
イ
ギ
リ
ス
部
会
」
を
立
ち
上

げ
て
は
と
Ｉ
Ｔ
Ｉ
理
事
会
で
議
論
さ
れ
た
の
が
発

端
。
日
本
セ
ン
タ
ー
副
会
長
・
吉
岩
正
晴
の
呼
び

か
け
に
、
三
輪
え
り
花
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
も
加
え
る
こ
と
を
提
案

し
、
呼
び
か
け
人
の
一
人
と
な
り
ま
し
た
。
カ
ナ

ダ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
関
係
者
に
も
打
診
し
て

賛
同
を
得
、
第
一
回
の
部
会
で
「
英
連
邦
部
会
」

と
し
て
発
足
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、
運
営
委
員

に
は
三
輪
え
り
花
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
の
活
動
に
つ
い
て
、
会
員
相
互
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
提
案
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
海
外
と
の
演
劇

交
流
、
舞
台
芸
術
専
門
の
翻
訳
家
・
通
訳
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム 

、
留
学
希
望
者
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
大
辞
典
ペ
ー
ジ
の
作
成

等
々
、
夕
方
６
時
か
ら
夜
の
10
時
半
ま
で
談
論
風

発
、
志
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
が
見
事
に
集
ま
っ

た
と
い
う
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

第
１
回
戯
曲
研
究
は
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
』

　

演
劇
評
論
家
の
み
な
も
と
ご
ろ
う
は
「
年
に
４

回
、
３
ヵ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
そ
の
後
、
懇
親
会
を
す

る
の
は
ど
う
か
」と
提
案
。
こ
れ
は
早
速
実
現
し
、

昨
年
12
月
４
日
午
後
６
時
か
ら
、
第
１
回
「
戯
曲

研
究
＆
懇
親
会
」
が
新
宿
の
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

無
何
有Chigusa3

」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

演
目
は
吉
岩
と
カ
ナ
ダ
演
劇
の
吉
原
豊
司
氏
が

相
談
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
新
作
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ビ
ヨ

ン
作
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
』（Iceland

）
に
決
定
、

演
出
に
新
見
真
琴
、
出
演
に
川
口
啓
史
、
一
谷
真

由
美
、
か
わ
は
ら
ゆ
な
を
決
め
ま
し
た
。

　
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
』（
２
０
１
３
年
カ
ナ
ダ
総
監

賞
他
受
賞
作
）
は
、
全
世
界
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
し

た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
二
の
舞
に
な
る
状
態
に
あ
る

こ
と
を
、
わ
ず
か
３
人
の
登
場
人
物
（
白
人
カ
ナ

ダ
人
女
性
、
パ
キ
ス
タ
ン
系
カ
ナ
ダ
人
男
性
、
エ

ス
ト
ニ
ア
か
ら
の
白
人
留
学
生
女
性
）
に
模
し
て

描
い
た
戯
曲
。
お
金
を
招
き
入
れ
る
こ
と
な
ら
な

ん
で
も
ど
う
ぞ
、
と
い
う
状
態
を
国
家
が
作
り
出

し
た
こ
と
が
背
景
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

演
出
も
高
い
評
価
を
得
、「
新
見
真
琴
演
出
は

《
現
実
に
は
一
瞬
し
か
出
会
わ
な
い
人
物
た
ち
》

と
い
う
ポ
イ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
、
空
間
の
中
で 

わ
ず
か
３
脚
の
椅
子
と
、
顔
の
向
き
だ
け
で
、
見

事
に
そ
れ
を
表
現
し
て
い
た
。
３
名
の
俳
優
た
ち

は
実
力
派
ば
か
り
だ
け
に
、
演
読
（
朗
読
よ
り
も

演
技
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
も
の
を
こ
う
呼
び

た
い
）
の
よ
さ
を
と
こ
と
ん
楽
し
め
た
」（
三
輪

え
り
花
）
な
ど
、
大
好
評
で
し
た
。

　

曽
田
修
司
事
務
局
長
の
言
葉
「
戯
曲
も
よ
し
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
よ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
集
ま

る
場
と
し
て
も
よ
し
」
が
こ
の
「
戯
曲
研
究
＆
懇

親
会
」
の
目
指
す
べ
き
方
向
だ
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
は
さ
ら
な
る
発
展

形
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
も
と
氏
推
薦
の

Taken at M
idnight by M

ark H
ayhurst 

（
Ｕ

Ｋ
）
で
、
こ
れ
を
翻
訳
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
と
し
、
翻
訳
家
志
望
者
に
下
訳
を
試
み
て
も
ら

い
、
プ
ロ
の
翻
訳
家
（
吉
岩
・
三
輪
）
が
監
修
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
終
了
後
、
三
輪
え
り
花
の
司
会

進
行
で
懇
親
会
。参
加
者
は
出
演
者
も
含
め
29
名
。

ベ
テ
ラ
ン
俳
優
か
ら
若
手
俳
優
、
演
出
家
、
劇
作

家
２
名
、
音
響
家
、
二
期
会
の
オ
ペ
ラ
歌
手
２
名

な
ど
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　
　

第
２
回
は
４
月
に
『
そ
の
後
の
二
人
』

　

次
回
「
戯
曲
研
究
＆
懇
親
会
」
は
４
月
10
日
に

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
無
何
有
で
吉
岩
訳
『
そ
の
後
の

二
人 

～
ソ
ー
ニ
ャ
と
ア
ン
ド
レ
イ
』
を
予
定
。

（
文
中
敬
称
略
）

Ｉ
Ｔ
Ｉ
「
英
連
邦
部
会
」
発
足

戯
曲
研
究
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
翻
訳
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

吉岩正晴
（演出家・ＩＴＩ日

本センター副会長）
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桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
は

２
０
１
５
年
に
創
立
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。演
劇
専
攻
で
は
、

創
設
者
・
千
田
是
也
教
授
の
日

中
演
劇
交
流
へ
の
貢
献
が
実

り
、
１
９
８
２
年
に
中
国
演
劇

研
修
旅
行
が
実
現
し
て
以
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
例
年
実
施
す
る
海
外

桐朋学園芸術短期大学
創立 50 周年の日中演劇交流

２０１５年

わ
れ
、充
実
し
た
演
劇
交
流
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ニ
ュ
ー
ス　

２
０
１
５
年
号
」
で
も

紹
介
の
あ
っ
た
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
・
ユ
ネ
ス
コ
舞
台
芸
術

高
等
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
第
一
回
総
会
が
、

12
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
上
海
戯
劇
学
院
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
本
部
の
ト
ビ

ア
ス
・
ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
事
務
局
長
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
大
学
デ
レ
ク
・
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
教
授
、
上
海

戯
劇
学
院
宮
宝
榮
副
院
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
目
的
、
規
約
、
今
後
の
活
動
計
画
等

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
２
０
１
６
年
冬
に
プ
ネ
ー

（
イ
ン
ド
）、２
０
１
７
年
夏
に
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン（
南

ア
フ
リ
カ
）
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

上
海
戯
劇
学
院
は
70
年
の
歴
史
を
誇
る
名
門
校

で
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
の
多
く
の
大
学
と
協
力
関
係

を
築
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
事
務
局

の
移
転
に
よ
り
、
国
際
交
流
に
お
け
る
同
学
院
の

存
在
感
は
今
後
一
層
増
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

国
際
情
勢
が
複
雑
化
し
て
い
る
今
こ
そ
、
演
劇

を
通
じ
て
若
い
世
代
が
切
磋
琢
磨
し
、
相
互
理
解

を
深
め
る
機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

研
修
の
ほ
か
、近
年
で
は
世
界
演
劇
学
校
連
盟（
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｓ
）、
ア
ジ
ア
演
劇
教
育
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
）
な
ど
の
世
界
演
劇
学
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
度
は
、
北
京
の
中
央
戯
劇
学
院
で

開
催
さ
れ
た
第
4
回
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
学
生
演
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
9
月
18
～
28
日
）
に
参
加
し
、
課
題

戯
曲
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』（
坪
内
逍
遥

訳
／
越
光
照
文
演
出
）
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
『
は
だ
し
の

青
春
』（
宮
本
研
作
／
越
光
照
文
演

出
）
を
上
演
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
公
演
の
ほ
か
、

各
校
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

中
央
戯
劇
学
院
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

坪
内
逍
遙
訳
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

宮
本
研
作
『
は
だ
し
の
青
春
』
を
上
演

上海戯劇学院で開催の
ＩＴＩ・ユネスコ舞台芸術高等
教育ネットワーク第１回総会に参加

写
真
上
は
北
京
の
中
央
戯
劇
学
院
で
行
わ
れ
た
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
学
生

演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』。

写
真
下
は
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
け
る
合
評
会
。

報告　安宅りさ子（桐朋学園芸術短期大学教授）
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詳細はこちらに掲載されている。（英語）
http://www.iti-worldwide.org/pdfs/Call_for_
Submissions_IPF.pdf
　ITI 本部が中国に移管されてから初めての
開催となる会議ということもあり、現在最も
注目度の高いイベントである。

《ベトナム》

■ Experimental Theatre International 
Festival
期　間：11 月 15 日～ 11 月 30 日
ウ ェ ブ サ イ ト（ ベ ト ナ ム 語 ）：http://
sankhau.com.vn/
開催地：ハノイ（ベトナム）
　第３回目の開催となる今回は、ベトナム内
だけでなく、世界各国から作品を公募する。

募集要項詳細は、こちらから確認できる。（英
語）
h t t p : / / s a n k h a u . c o m . v n / n e w s /
announcement-on-2016--3rd-experimental-
theatre-international-festival.aspx
コンタクト：Vietnam Stage Artists Association
51, Tran Hung Dao St., Hoan Kiem District, 
Hanoi 
Tel: 04.39 43 99 14/04.39 43 41 15 - Fax: 
04.39 43 42 93
Email: skviet1957@gmail.com
　フェスティバルのウェブサイトは現在オー
プンされていないが、上記のウェブサイトに
は、ITI を始めとしたさまざまな活動が掲載
されている。

　

２
０
１
３
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
【
会

員
近
況
】
が
加
わ
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
公
演
情
報
や
ご
自
身
の
近

況
、
活
動
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

随
時
掲
載
で
き
ま
す
。
あ
な
た

の
舞
台
や
テ
レ
ビ
、
映
画
、
研

究
な
ど
の
お
仕
事
ぶ
り
…
…
ど

う
ぞ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
文
字
数
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
写
真
な
ど
も
併
せ
て
お
送
り
く
だ

さ
い
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
交
流
の
一
端
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
運
営
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
たfacebook
、tw

itter

で
も
協
会

の
お
知
ら
せ
や
、
開
催
事
業
の
簡
単
な
報

告
な
ど
を
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
。
ご
覧

い
た
だ
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
活
動
に
も
ご
協

力
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
報
告　

事
務
局
・
壱
岐
照
美
）

会員情報をＩＴＩホームページに随時掲載

あなたの近況、活動をお知らせ下さい

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
で

は
、
舞
台
芸
術
・
放
送
芸
術
を
通
し
た
国
際

交
流
に
関
心
を
お
持
ち
の
個
人
・
団
体
の
会

員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
は
『
国
際
演
劇
年
鑑
』
な
ど
セ
ン

タ
ー
発
行
の
出
版
物
が
無
料
で
配
布
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
主
催
・
共
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
割
引
料
金
で
参
加

で
き
ま
す
。

▽
個
人
会
員　

入
会
金
６
、０
０
０
円

　

年
会
費
１
２
、０
０
０
円

▽
団
体
会
員　

入
会
金
６
、０
０
０
円

　

年
会
費
１
８
、０
０
０
円

▽
賛
助
会
員　

入
会
金
な
し　

　

年
会
費
１
８
、
０
０
０
円
～

　

１
０
０
、
０
０
０
円
（
一
口
）

　

入
会
金
免
除　

た
だ
今
ご
入
会
の
方
は
、

入
会
金
免
除
と
な
り
ま
す
。
協
会
の
活
動
を

ご
喧
伝
い
た
だ
き
、
会
員
の
新
規
入
会
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は

個
人
、
団
体
会
員
を
募
集
中

　

寄
付
の
お
願
い　

当
セ
ン
タ
ー
は
、「
公
益

社
団
法
人
」
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
寄
付
金

控
除
な
ど
税
法
上
の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
る

特
定
公
益
増
進
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
個
人
の

場
合
は
、
特
定
寄
付
金
と
し
て
一
定
金
額
ま
で

寄
付
金
控
除
が
認
め
ら
れ
、
法
人
の
場
合
は
、

一
般
の
寄
付
金
の
損
金
算
入
限
度
額
と
は
別

に
、
別
枠
の
損
金
算
入
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

を
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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《メキシコ》

■ XXVIII ENCUENTRO NACIONAL DE LOS 
AMANTES DE TEATRO
期　間：1 月 8 日～ 1 月 31 日
ウ ェ ブ サ イ ト：http://www.
cemexitiunesco.org
開催地：メキシコ
　第 28 回目を迎える今回は、多くのプロ
グラムが予定されており、その内容はこち
らに掲載されている。（スペイン語）
http://www.it i -worldwide.org/pdfs/
Amantes_2016_interiores.pdf

《中　国》

■ ITI アジア太平洋地域ミーティング
期　間：３月２５日～３月２９日
開催地：広州（中国語・英語）
　3 月 27 日のワールド シアター デイに
合わせて、北京の中国戯劇家協会主催にて、
ITI アジア太平洋地域ミーティングが開催
される。開催地は中国の広州となり、3 日
間のミーティングの中で、リージョン間で
のコラボレーションの強化メカニズムな
ど、将来的な展望について共有をはかる。
また、アジアパシフィック地域の参加者向
けのフォーラムとして、伝統的演劇をいか
にして守り、コンテンポラリーアートをど
のように革新し発展させていくかに関する

センター間の意見交換が予定されている。

《ブラジル》

■ ITI World Congress
期　間：5 月 30 日～ 6 月 4 日
ウェブサイト：http://www.iti-worldwide.
org/
開催地：マナウス（ブラジル）
　第 35 回目となる今回は「The Nature is 
Our Stage」をテーマに、ブラジルのアマ
ゾナス州マナウス市にて開催される。開催
期間中、上演されるパフォーミングアーツ
作品を広く公募する。詳細はこちらから確
認できる。（英語）
http://www.it i -worldwide.org/pdfs/
PERFORMANCES_General_Info_EN-FR.pdf
　また、開催期間中に行われるワーク
ショップについても募集を行っている。応
募者は基本的に自身での準備が必要とな
り、公募内容詳細はこちらから確認できる。
http://www.it i -worldwide.org/pdfs/
WORKSHOPS_General_Info_EN-FR.pdf
　 さ ら に、International Playwrights' 
Forum では、世界各地の劇作家やライター
に向けて「The Nature is Our Stage」をサ
ブジェクトとした、上演時間 10 分の作品
のコンペティションを企画している。上位
5 作品は、開催期間中、マナウスにてリー
ディングまたは上演される。応募に関する

世界のＩＴＩセンター　イベントカレンダー（2016 年 1 月～）
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【
賛
助
会
員
】

公
益
財
団
法
人　

せ
た
が
や
文
化
財
団

　

 

せ
た
が
や
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
Ｋ
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
デ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス

【
退
会
】
／
岩
井
友
見
／
大
橋
也
寸
／
川

上　

中
／
小
石
新
八
／
後
藤
美
紀
子
／
佐

藤
桂
子
／
鹿
海
信
也
／
高
安
美
帆
／
竹
本

源
大
夫
／
山
崎
有
一
郎

【
ご
逝
去
】

片
山
幽
雪
（
２
０
１
５
年
1
月
）

西
川
喜
久
輔
（
２
０
１
５
年
2
月
）

扇
田
昭
彦
（
２
０
１
５
年
5
月
）

【
叙
勲
・
受
賞
】

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）

　

井
上
八
千
代

文
化
勲
章　

仲
代
達
矢

文
化
功
労
者　

尾
上
菊
五
郎

文
化
功
労
者　

黒
柳
徹
子

平
成
27
度
文
化
庁
長
官
表
彰　

伊
藤
巴
子

第
36
回
松
尾
芸
能
賞
優
秀
賞(

舞
踊)

　

出
雲　

蓉

第
70
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
演
劇
部
門
大
賞

　

松
本
幸
四
郎

第
50
回
紀
伊
國
屋
演
劇
賞　

団
体
賞　

文
学
座

第
40
回
菊
田
一
夫
演
劇
大
賞　

宝
塚
歌
劇
団

第
70
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
演
劇
部
門
優
秀

　

賞　

新
橋
演
舞
場

第
70
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

　

部
門
大
賞　

日
本
放
送
協
会

第
70
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

　

部
門
優
秀
賞　

株
式
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

第
70
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

　

部
門
優
秀
賞　

日
本
放
送
協
会

第
70
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ

　

メ
ン
タ
リ
ー
部
門
大
賞　

日
本
放
送
協
会

第
70
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
テ
レ
ビ
・
ド

　

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
優
秀
賞　

関
西

　

テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社

第
63
回
菊
池
寛
賞　

日
本
放
送
協
会

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
個
人
会
員
で
、
賛
助
会
員
劇
団
前
進
座
代
表
の
中
村
梅
之
助
さ
ん
が

２
０
１
６
年
１
月
18
日
、
85
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

【
入
会
・
個
人
会
員
】
31
名

藍
木
二
朗
（
ダ
ン
ス
〈
コ
ン
テ
ン
ポ

　

リ
ー
・
マ
イ
ム
〉）

飯
塚　

容
（
中
央
大
学
文
学
部
教
授
）

石
黒
真
紀
（
公
益
財
団
法
人
び
わ
湖
ホ
ー
ル
・

　

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
舞
台
照
明
技
術
者
）

一
谷
真
由
美
（
演
劇
集
団
円
・
俳
優
）

伊
藤
隆
浩
（
学
校
法
人
東
京
音
楽
大
学
・

　

オ
ペ
ラ
演
出
）

今
井
豊
重
（
松
竹
株
式
会
社
）

内
田
洋
一
（
日
本
経
済
新
聞
・
評
論
）

鵜
山　

仁
（
文
学
座
・
演
出
）

岡
崎
哲
也
（
松
竹
株
式
会
社
）

糟
谷
治
男
（
公
益
財
団
法
人
都
民
劇
場
・

　

理
事
長
）

河
合
祥
一
郎
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

菊
永
拓
郎
（
福
岡
演
劇
工
房
）

河
野　

孝
（
批
評
家
）

品
川
恵
子（
ケ
イ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
俳
優
）

柴
田
義
之
（
劇
団
１
９
８
０
・
俳
優
）

桜　

典
子
（Sakura alexander technique 

　

&
 m

assage　

演
劇
俳
優･

教
師
）

杉
山　

弘
（
読
売
新
聞
東
京
本
社
・
演
劇

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

太
宰
久
夫
（
玉
川
大
学
芸
術
学
部
教
授
・

　

演
出･

演
技･

演
劇
教
育･

表
現
教
育
）

中
野
正
夫
（
松
竹
株
式
会
社
）

名
取
敏
行
（
名
取
事
務
所
）

西
川
信
廣
（
文
学
座
・
演
出
）

西
村
幸
記
（
松
竹
株
式
会
社
）

橋
本
芳
孝
（
松
竹
株
式
会
社
）

船
越
直
人
（
松
竹
株
式
会
社
）

眞
野　

純（KAAT

神
奈
川
芸
術
劇
場
・
館
長
）

村
松
明
美
（
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
）

森　

康
次
（
ト
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

プ

　

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

山
根
成
之
（
松
竹
株
式
会
社
）

結
城
雅
秀
（
演
劇
評
論
家
）

吉
原
豊
司
（
翻
訳
家
／
カ
ナ
ダ
文
学
）

m
iho

（
イ
サ
ド
ラ
ダ
ン
カ
ン
国
際
学
校

　

日
本
校
）

【
入
会
・
団
体
会
員
】
２
団
体

あ
う
る
・
す
ぽ
っ
と
（
豊
島
区
立
舞
台
芸

　

術
交
流
セ
ン
タ
ー
）

演
劇
集
団
ア
・
ラ
・
プ
ラ
ス
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昨
年
21
回
目
を
迎
え
た
内
村
直

也
賞
や
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ

た
演
劇
」
は
、
演
劇
・
舞
踊
の
世

界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
Ｉ
Ｔ

Ｉ
の
中
で
日
本
セ
ン
タ
ー
が
果
た

し
て
い
る
貢
献
の
在
り
方
を
わ
か

り
や
す
く
示
す
こ
と
の
で
き
る
実

例
で
す
。今
後
と
も
日
本
の
演
劇
・

舞
踊
が
そ
の
多
様
さ
、
豊
か
さ
を
も
っ
と

広
く
世
界
に
知
ら
れ
る
機
会
を
作
り
出
せ

る
よ
う
に
、
海
外
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
曽
田
）
▲
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま

れ
た
演
劇
」
が
７
回
目
を
迎
え
て
充
実
の
度

を
加
え
、
演
劇
界
の
注
目
度
、
観
客
動
員
数

も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
現
地
と
の
困
難
な
コ

ン
タ
ク
ト
に
身
を
挺
し
て
、
開
幕
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
焦
燥
感
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
制
作
担

当
者
た
ち
の
苦
労
を
見
る
と
、
日
本
の
演
劇

界
は
何
と
平
穏
な
こ
と
か
と
思
う
。（
菱
沼
）

編集後記

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
–
十
二
–
十
五
　地下
鉄「
東
銀
座
駅
」直
結

電
話
〇
三（
三
五
四
五
）六
八
〇
〇（
代
）

夜
の
部
午
後
4
時
30
分
開
演

昼
の
部
午
前
11
時
開
演

一
、

寿
曽
我
対
面

こ
と
ぶ
き

そ

が

の

た
い

め
ん

四
、

団

子

売

だ
ん

ご

う
り

二
、

女

戻

駕

お
ん
な

も
ど
り

か
ご

俄

獅

子

に
わ
か

じ

し

双
蝶
々
曲
輪
日
記

一
、

ふ
た
つ

ち
ょ
う

ち
ょ
う

く
る

わ

に
っ

き

角

力

場

祇
園
祭
礼
信
仰
記

三
、

ぎ

お
ん

さ
い

れ
い

し
ん

こ
う

き

金

閣

寺

関

三

奴

四
、

せ
き

さ
ん

や
っ
こ

三
、

鎌
倉
三
代
記

か
ま

く
ら

さ
ん

だ
い

き

絹
川
村
閑
居
の
場

こ
う

じ
ょ
う

口

上

五
代
目
中
村
雀
右
衛
門

襲

名

披

露

二
、

三
月
大
歌
舞
伎

五
代
目
中
村
雀
右
衛
門
襲
名
披
露

中
村
芝
雀
改
め

3
月
3
日

　初
日
d
27
日

　千
穐
楽

木

日

雪

姫

金

閣

寺

時

姫

鎌
倉
三
代
記

中
村
雀
右
衛
門

芝
雀
改
め

中
村
雀
右
衛
門

芝
雀
改
め


